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「まもるくん通信」は
大阪の街のキレイをまもる
決められたルールをまもる
市民の安全をまもる
従業員を危険からまもる ・・・
いろんな[まもる]の一助になるこ
とへの願いが込められています。
。

令和３年２月17日（水）10：00～
環境局第２会議室
第２回 大阪市一般廃棄物収集運搬業許可業者
交通事故削減・市民広聴対応ワーキング

１ 本市許可業者による交通事故事例の検証について
・事故類型別発生件数・道路形状別発生件数（資料１）
・交通事故発生情報

２ 市民広聴（その他）の内容について
・その他の内容

３ その他
・次回の開催日

昨年10月の第1回ワーキング開催以降に
報告のあった15件の事故について委員
より報告があり、事故内容について委
員で検証しました。
また、事務局より市民広聴（苦情
等）のその他の項目の内容について情
報提供を行い、委員の皆さんと共有し
ました。
今回広聴内容の中でも、特に多い
「スライドゲートの未閉扉について」
意見交換をし、後部スライドゲートの
閉扉の重要性について認識を深めてい
きました。
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事故類型別発生件数

（R2.10.28～R3.1.21)

道路形状別発生件数
(R2.10.28～R3.1.21）
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危険を予知する

能力を高めるには・・・

危険を予知する

能力を高めるには・・・

第２回交通事故削減・市民広聴対応WG報告

第１回ワーキング以降に報告があった15件
の交通事故から、多く発生している「出会い頭
事故」について、再発防止策を検証しました。

＜検証結果＞

「青は進め」ではない「進むことができる」
である。従って青信号でも注意義務はある。
いつもの道だから自転車は来ないだろう「だろ
う運転」ではなく、「くるかもしれない」とい

う「かもしれない運転」の励行。

①【情報の的確なＣＡＴＣＨ（キャッチ） 】
運転中、絶えず前後左右の状況を注意しながら、運転に必
要な情報を目や耳によってとらえています。
情報を的確にキャッチして、運転操作が遅れたり、あやまった
りすることのないようにしましょう。

②【存在の察知】
人や車などの存在を察知し、危険がないかどうかの判断を繰
り返しながら運転しています。何らかのかげになっていてよく見
えない場合もあります。しかしちょっとした手がかりをもとに素早
く存在を察知することができます。各種講習会などに積極的に
参加し、こうした知識をできるだけ多く学び、危険を予測した運
転をしましょう。

③【相手の動きの予測 】
運転中は、相手が次にどのような動きを
するかを正しく予測し、これに的確に対応
することが必要です。
例えば、相手が歩行者である場合、その
人の身体の向き、目の動き、動作などか
ら、

●相手が何をしようとしているのか
●相手は自分の車に気がついているか

など注意深く読み取るようにしましょう。
常に相手の動きを予測し、相手が思いが
けない行動にでても、安全な措置をとれる
ような運転をしましょう。

かもしれない運転：
みえないことは存在しないことではあ
りません。青信号だからといって、安
全確認をせず走行するのではなく、人
が突然出てきても、安全な措置をとれ
るような運転をしましょう。

自分に厳しい予測をたてて準備するの
が

「かもしれない運転」

自分に都合のよい予測をするのが

「だろう運転」
です。

※一般財団法人 全日本交通安全協会「わかる 身につく 交通教本」より一部抜粋


